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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2020年６月22日に提出した第18期（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に

訂正すべき事項がありましたので、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

①　財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

①財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

　　（訂正前）

（省略）

（経営成績）

建設事業の売上高は手持工事が進捗したこと、追加工事・既存工事の増額契約があったことから前連結会計年

度と比べ6,305百万円増の30,953百万円となりました。また、製品販売事業の売上高はマクラギ及び高速道路更

新工事に伴う床版製品の受注が増加したことから、前連結会計年度と比べ1,122百万円増の3,509百万円となりま

した。

売上高が増加したこと、および製品販売事業の採算が回復したことから経常利益は前連結会計年度と比べ681

百万円増の2,097百万円となりました。また、当連結会計年度は固定資産の減損損失の計上がなかったことか

ら、親会社株主に帰属する当期純利益は前連結会計年度と比べ607百万円増の1,348百万円となりました。

 2019年3月期 2020年3月期 前年差

売上高（百万円） 27,333 34,775 7,442

経常利益（百万円） 1,415 2,097 674

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
741 1,348 607

 

（財政状態）

近年、当社グループの長期大規模工事ではジョイント・ベンチャー（ＪＶ）方式による施工が増加してきてお

ります。これら長期大規模工事の工事代金の支払いに備えるため、金融機関から短期借入金により運転資金の調

達を増加しております。また、工期の長い工事の資金確保、マクラギ及び床版製品の生産体制整備のため、金融

機関より長期資金を調達いたしました。

この結果、有利子負債残高は前連結会計年度と比べ3,422百万円増の8,850百万円となりました。

純資産は前連結会計年度と比べ609百万円増加しましたが、上述のとおり有利子負の増加を受けて総資産（負

債・純資産計）が増加したことから、自己資本比率は1.0％低下し、25.6％となりました。

 2019年3月期 2020年3月期 前年差

有利子負債（百万円） 6,261 8,850 3,422

純資産（百万円） 6,261 6,871 609

自己資本比率（％） 26.6 25.6 △1.0
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　　（訂正後）

（省略）

（経営成績）

建設事業の売上高は手持工事が進捗したこと、追加工事・既存工事の増額契約があったことから前連結会計年

度と比べ6,305百万円増の30,953百万円となりました。また、製品販売事業の売上高はマクラギ及び高速道路更

新工事に伴う床版製品の受注が増加したことから、前連結会計年度と比べ1,122百万円増の3,509百万円となりま

した。

売上高が増加したこと、および製品販売事業の採算が回復したことから経常利益は前連結会計年度と比べ681

百万円増の2,097百万円となりました。また、当連結会計年度は固定資産の減損損失の計上がなかったことか

ら、親会社株主に帰属する当期純利益は前連結会計年度と比べ607百万円増の1,348百万円となりました。

 2019年3月期 2020年3月期 前年差

売上高（百万円） 27,333 34,775 7,442

経常利益（百万円） 1,415 2,097 681

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
741 1,348 607

 

（財政状態）

近年、当社グループの長期大規模工事ではジョイント・ベンチャー（ＪＶ）方式による施工が増加してきてお

ります。これら長期大規模工事の工事代金の支払いに備えるため、金融機関から短期借入金により運転資金の調

達を増加しております。また、工期の長い工事の資金確保、マクラギ及び床版製品の生産体制整備のため、金融

機関より長期資金を調達いたしました。

この結果、有利子負債残高は前連結会計年度と比べ3,422百万円増の8,850百万円となりました。

純資産は前連結会計年度と比べ609百万円増加しましたが、上述のとおり有利子負債の増加を受けて総資産

（負債・純資産計）が増加したことから、自己資本比率は1.0％低下し、25.6％となりました。

 2019年3月期 2020年3月期 前年差

有利子負債（百万円） 5,427 8,850 3,422

純資産（百万円） 6,261 6,871 609

自己資本比率（％） 26.6 25.6 △1.0
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